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オープンサイエンスの動向 
データの洪水 
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研究データ共有  
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研究の効率化 
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ヒトゲノムプロジェクト アトラス実験（ヒッグス粒子の発見） 
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研究開発費 
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失われるデータ 
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研究の透明性の向上 
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三枝小夜子訳
(5HIF9ダイジェスト
D
	
 
*C@=7M(#"*@5BGHC9B<5B79F9DFC8I7=6=@=HM

(5HIF9

0C@
#GGI9

.F5BGD5F9B7M 
研究データ公開の義務化・要求 
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市民科学の拡大 
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オープンサイエンスの動向 

  技術やインフラの向上

 データ公開による効率化と信頼性の向上 


 データ公開の義務化 
4. 市民科学の拡大 
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 なぜ大学図書館が支援するのか？ 
データマネージメント計画'* 
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DMPの標準的なセクション 英国 DCC 
豪州 
ANU 
米国 
NSF(Eng.) 
米国 
NSF(Bio.) 
倫理とプライバシー ● ● 
予算 ● ● 
データ共有とライセンシング ● ● ● ● 
データストレージ／保存／ 
セキュリティ ● ● ● ● 
データの所有者とステークホルダー ● ● ● 
責任 ● ● ● 
データ形式とメタデータ ● ● ● ● 
研究の生産物（products）／文献 ● ● ● 
既存のデータリポジトリ 
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データの登録先 
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研究データ共有の障壁 
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資金 
技術 
時間 
移行 
機密 
倫理 
基盤 
永続性 
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著作権 
認識？ 
大学のデータリポジトリ 
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データジャーナル 
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データの引用 
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データの業績化・評価 
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(- （米国国立科学財団）
年月から業績としてデータが記載可能に
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なぜ図書館が支援するのか？ 
1. 助成機関によるデータ管理計画の義務化
–  研究資金獲得
2. 技術的支援のニーズ
–  資料の組織化や機関リポジトリ運営，研究支
援の経験
3. データ引用・業績化 
–  学術情報流通の変化
–  研究者・大学の評価向上につながる可能性
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海外の動向 
米国の状況：機関リポジトリ 
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米国の状況：データリポジトリ 
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米国の状況：データ管理支援 
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データ管理支援サービス 
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データ管理計画作成支援ツール 
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大学のデータリポジトリ 
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大学のデータリポジトリ 
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データ共有を支える国際機関 
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デジタルキュレーションセンター
研究データ同盟
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国際科学会議：世界データシステム
大学図書館による支援内容 
1. 研究データ管理支援
–  196サイト
–  ガイダンス
2. 「データ管理計画（DMP）」作成支援
3. データリポジトリの運営 
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機関リポジトリ推進委員会の調査 
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日本の状況 
研究不正への対応 
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研究不正への対応 
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症例データレポジトリ UMIN-ICDR 
東京大学附属病院　2013年11月～ 
“臨床研究不正防止のために” 
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データ保存の法制化？ 
データ協力依頼（R義務化） 
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事業や補助金 掲載開始年 
文部科学省委託事業 2008年度～ 
JST戦略的創造研究推進事業 
さきがけ、CREST 2011年度～ 
厚生労働省科学研究費補助金 2011年度～ 
科学研究費助成事業（特別推進、基盤、挑戦、若手） 2012年度～ 
JST戦略的創造研究推進事業（ALCA） 2013年度～ 
高祖歩美
生命科学分野におけるデータ共有の現状と課題
情報管理
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分野リポジトリ 
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機関リポジトリ 
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$5&：研究データへの)#付与 
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研究データへのDOI登録実験プロジェクト 
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日本の大学の状況 

  研究不正への対応

 助成機関等による義務化の可能性

 機関リポジトリ等の活用
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研究データ管理の疑問点 
42 
*I6@=G<98 *I6@=G<=B;
文献 データ 
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データ形式・サイズ 
どんなデータがどれくらい集まる？
いつまで保存すればいい？
 
導入コスト 
ストレージは？
スタッフ数は？ 
 
データリポジトリの最適な運営 
機関リポジトリCF専用リポジトリ%(
メタデータは5H5=H9CF
セキュリティやライセンシングは？ 
 
研究者へのアドボカシー 
研究データ管理の重要性を理解しているのか？
どうやってデータを登録してもらうのか？
 
図書館員に必要な知識と技術 
サブジェクトライブラリアンなしでも大丈夫？ 
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